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1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。  

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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東大阪病院 地域医療連携部 
 東大阪病院（代表） 

 T E L :０６（６９３９）１１２１    ＦＡＸ :０６（６９３９）１１９１  

大阪府大阪市城東区中央１丁目７－２２ 

   東大阪病院 理事長・院長 

 北野 均 新年あけましておめでとうございます。今年は待ちに待った新病

院開院の年であり、10月1日の移転に向けて着々と準備を進めてい

るところです。先生方のご期待に応えられる新病院となれるように職員一同頑張っていきたいと考えて

おります。 

今まで東大阪病院として培ってきた、顔の見える連携、小回りの利く断らない連携を継続するととも

に新病院として新たに「救急医療のさらなる充実」「整形外科の積極的な手術症例への対応」「透析医

療の充実」「感染症対応の強化」を進めていきたいと考えております。 
 

救急医療のさらなる充実 新病院では現在1室だけの救急室を最大5名の患者さんを対応できるように

拡充するとともに、感染症対策として救急陰圧室も準備しております。ご紹介患者さんや施設入所者の

方の救急対応を複数同時に対応できるようにさせいただくとともに、救急担当医師の充実も進めていき

ます。 
 

内科疾患を持たれた高齢患者さんへの整形外科手術対応 当院の一つの特徴は、腎不全、慢性閉塞性

肺疾患、糖尿病などの基礎疾患を持たれた高齢者への整形外科手術対応を内科医と整形外科医が協力し

て進めていける事です。新病院でも現病院と同様に医局は全診療科が同じ医局となります。各診療科の

垣根をなくし、常に緊密に連絡・相談ができる、患者さんの病態を共有して診療に当たれる、中規模病

院だからこそできる当院の特徴を整形外科の手術対応に生かしていきたいと考えます。当院整形外科で

は早期に手術をおこない、早期にリハビリをスタートさせる方針としていますが、高齢で基礎疾患を

持っておられる方は内科医が治療に介入する事で予後の悪化を防ぐ事ができると考えています。また、

人工透析をうけている患者さんの骨折手術も積極的に対応していきたいと考えております。 
 

透析医療の充実 新病院では入院透析に特化した形での透析を行います。外来透析は現病院の透析棟

で外来クリニックとして継続してまいります。新病院では入院透析に特化する事で、より専門的な対応

と他科と透析の連携を考えております。先ほどの透析患者さんへの整形外科手術対応はもちろんの事、

透析患者さんへの回復期リハビリテーション病棟入院・腹膜透析患者さんの合併症入院の開始、PTA、

シャント手術の積極的な実施等を計画してまいります。 

また、終わりの見えないコロナ禍における感染症対応も救急陰圧室の設置、病棟陰圧室の増床、個室

の増加等々で対応していきたいと考えておりますが、新病院設計の段階ではここまで新型コロナウイル

スの感染が長引くとは考えておりませんでした。新型コロナウイルス感染症の5類への引き下げ対応を含

めて対応の見直しを検討しているところです。 

新病院の情報は今後も先生方に適宜お伝えしたいと思っております。9月には内覧会も予定してまいり

ます。 

新病院でも当院の特色をいかした医療で地域社会に貢献したいと考えておりますので、皆様のご指導

をよろしくお願い致します。 
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 新年あけましておめでとうございます。いつも東大阪病院に多くの患者さんをご紹介いただき誠

にありがとうございます。 

 今年も新型コロナウイルスの影響で、病診連携懇親会を開催できませんでした。これで3年連続

での開催見送りとなってしまいました。顔の見える連携を目指している私たちとしては、登録医の

先生方と当院医師が直接お話できる場を提供できない事を非常に心苦しく思っております。その

分、私たちが先生方の思いやお考え、希望をしっかりと病院に伝えていかなければならないと思っ

ております。 

 そんな私たち地域連携部に昨年は新しい仲間、鷹野が加わりました。まだまだ地域連携職員とし

てはこれから経験を積んでいかなければなりませんが、笑顔と丁寧な対応で先生方からお褒めをい

ただく事も多く、地域連携部としてもさらに充実した対応がとれると感じております。 

 また、本年10月の新病院開院に向けて、現在は病院全体が様々な準備に追われています。新病院

での紹介の受付をどこにするか、患者さんの流れをどうするか、再来受付機や自動精算機、患者案

内掲示版等の今まで導入していなかった新しいシステムの導入も決定し運用検討に頭を痛めている

所です。 

 本年4月の末には、新病院の外装が完成しますので覆いを外して、新病院の外観が見ていただけ

るようになると思います。 

 また、この地域連携だよりでも2023年5月号から2023年12月号までは新病院特集として毎号で新

病院の設備、特徴をご報告させていただく予定としております。 

 先生方に新病院の情報を少しでも早く、より多くお伝えできればと考えております。 

 今年も、先生方との連携をよりスムーズに図れるように地域連携部一同頑張ってまいりますの

で、よろしくお願い致します。 

     課長：後藤   副主任：内山   部長：鈴木   主任：宮田 

          池川      田中      鷹野      池田 


